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第 167回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『「医療の隙間を埋める」〜 「考え深げな黙想と真摯な魂と輝く目」 〜』  

 

『中野区がん哲学連絡会』の New Letter が送られて来た(画像)。 大いに感動した。 2023

年 4月 10日新渡戸記念中野総合病院 新渡戸稲造記念センターから、東中野キングス・ガー

デンに寄り『第６回日本地域医療連携システム学会』の会場の『東中野区民活動センター』

に赴いた。 思えば、筆者は理事長として日本地域医療連携システム学会(Japanese 

Association of Communication Medicine Cooperation System (JaCMS))が 2016 年 4 月 1

日に設立された。 日本地域医療連携システム学会第 1 回シンポジウム【医療維新を目指し

て ～ 地域医療の今までとこれから ～】が、2016年 11月 5日に開催された。 日本地域医

療連携システム学会第 1回学術大会【自己形成力の連携 ～ 小さな事に、大きな愛を込める 

～】は 2017年 12月 2日（土）に開催された。 

学会設立の目的 

地域医療分野の総合的な連携を推進し、特に在宅医療ネットワークを構築・整備すること

を中心とした事業を行います。 医師や看護師・コメディカルの情報共有の場として積極的

に活動し、より強固なチーム医療を提供することを目的としています。 そのために国内外

問わず、関連学会や地域医療推進事業団体と積極的な交流を目指します。より良い医療・

介護を提供するために教育活動を行い、いかに効率よくかつ安全に遂行できるか、研究、

調査を行う場となるよう取り組んでいきます。 

日本地域医療連携システム学会が、『医療の隙間を埋める』試みとして全国に広がることが

期待される。 人間は、自分では『希望のない状況』であると思ったとしても、『人生の方

からは期待されている存在』であると実感する深い学びの時が与えられている。 その時、

『その人らしいものが発動』してくるであろう。 【国手とは『国を医する名手の意』、名

医また医師の敬称とあり『医師は直接、間接に、国家の命運を担うと思うべし』】とのこと

である。『日本の傷を医す者』(矢内原忠雄:1893-1961 年、1945 年 12 月 23 日の講演)が蘇

った。 1860年代 遣米使節団 [勝海舟(1823 - 1899）らがいた]が、ニューヨークのブロード

ウェイを行進した。 彼らの行進を見物した詩人ウォルター・ホイットマン(Walter Whitman:1819–

1892)は、印象を『考え深げな黙想と真摯な魂と輝く目』と表現している。 この風貌こそ、

現代に求められる『人物』ではなかろうか。 
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